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　福島原発事故が、原子力保安院から「レベル7」と発表さ

れました。あの「チェルノブイリ」と同じレベルだと発表さ

れたわけです。目に見えない放射線の恐怖を感じていた方

々には、この発表イコール小児癌、甲状腺癌の多発と伝わ

ったのではないでしょうか。さらに、あの「チェルノブイリ」

では、バスで人も家畜も大移動をしたのに日本ではそれを

しなかった、といった発言もあります。週刊誌には、「東京

でも子供の鼻血が止まらない症例が多発している」との記

事が載り、あるいは「どんな量の放射線でも危ない」といっ

た内容の「専門家」の書いた本が、本屋の店頭に並んでいま

す。でもちょっと待って下さい。こうした大げさな話は、科

学的根拠がある話なのでしょうか。私は、科学的根拠に乏

しい場合がかなりあると思っています(勿論、正しく書かれ

た本も多いのですが……)。

　既に皆さんはご存知かと思いますが、例えば、自然放射

線は程度の差はありますが、どこにでもあります。自然放

射性物質と人工放射性物質からの放射線には、何ら違いは

ありません(種類やそのエネルギーは色々有りますが)。

　その自然放射性物質は、私たちの体内に多種類が存在し

ます。地球上に住む限り、体外被ばくも、体内被ばくも避け

ることは出来ないのです。地球外に出ると、体外被ばくはさ

らに大きいのですが……。また、どこかの国々のせいで、過去

に地球は幾度となく核分裂生成物に汚染されてきました。

日本にも気流に乗って飛散してきていました。しかし、その

影響で癌が増えた証拠となる数値はどこにもありません。

わずかの事例のご紹介ですが、これらは科学的に証明され

ている事実です。では、今の状態を良しとするかと言われ

たら、勿論「ノー」です。では、私たちに求められることは

何でしょうか？　私は、「正しく気にすること」だと思って

います。

　今現在、何もなかったという態度で暮らそうとする人達

がいます。「原発事故があった」のですから、この態度は少

しおかしいと思います。ご自分で放射線量を測るなり、自

治体の測定結果をチェックするなり、ニュースも「また同じ

ようなニュースか」と言わずに、しっかり聞いて下さい。で

も、気にし過ぎないで下さい。

　ここ文京区は、原発事故周辺地とは比べものにならない

低い放射線量です。雨どいの出口付近は放射線量が他と

比べ少し高い場合が多いのですが、そこに暮らす人はい

ないはずです。気にし過ぎるストレスは、別の病気の原因

になります。ただし、食品の「検出限界以下；ND」という標

示には、注意が必要です。検出限界とは、測定器の性能に

よって決まってくるため「いくつの値が検出限界となって

いるのか」が重要なチェック項目です。結局、流通食品が（暫

定）基準値以下になっているか否かが重要なわけです。

　放射線影響への対応は、長期戦です。少し肩の力を抜い

て、起こってしまったことに向き合って下さい。チェルノ

ブイリとは全く事情が違います。

　　　お茶の水女子大学 大学院 人間文化創成科学研究科
　　　ラジオアイソトープ実験センター 副センター長（兼担）
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　都は、オフィスビル等の業務系施設が集中して立地す
る都内の地域特性を捉え、三菱地所（株）と連携し、地
域におけるエネルギー需給の最適化を図るとともに、再
生可能エネルギーの導入拡大など低炭素で、かつ防災力
強化の面からも有効な地域エネルギーマネジメントシス
テムの構築に向けた基礎調査を実施している。　　
　エネルギー需給を地域単位で管理する仕組みは、政府
主導でいくつかの実証実験が始まっているが、本調査
の特徴は、①電力と熱の一体管理を行うこと、②テナン
トへのデマンドレスポンス要請を行うこと（テナント参
加型のエネルギー調整）、③エネルギー需給制御の運営
主体を確保すること、の３点に集約できる。
①については、高効率なコージェネレーショ
ン設備を導入するとともに、電力・熱の双方
を使い切って総合効率を最大限に高めること
を目指す。②については、テナントの協力を
得て、電力需要逼迫時にエネルギー使用量を一
定程度抑制する取り組みを検討する。③につ
いては、再生可能エネルギーなど低炭素電源の
調達と域内における電力需給調整を行う管理
運営事業者を誰が担うべきなのかについて、

採算面も含め検討する。
　本調査では、現時点で実現可能な技術・手法を幅広く
活用し、大丸有地区という実際のフィールドを想定して、
導入効果や技術的な課題を検証することとしている。
来年度は、本調査を更に進化させ、実証フィールドにお
ける事業化の可能性検証（事業スキーム構築、事業収支
検証）を行う予定である。こうした取組みにより、災害
時にもエネルギーを一定程度、安定的に供給できる体制
を整備するとともに、平常時にもエネルギー需給の最適
制御により、大規模なテナントビルの低CO2化を誘導し
ていく。

　新春 あけましておめでとうござい
ます。
　昨年は、改正NPO法が6月15日、
新寄付税制が6月23日に国会で成立
し、前者は2012年4月1日から、後者

は2011年6月30日から施行されています。
　特定非営利活動促進法は1998年3月に公布され、現
在、NPO法人は約4万2千法人あると言われています。
日本でNPOが注目されたのは、日本社会が成熟化し、
人々の価値観が多元化して、行政主導の日本的社会経
済システムの限界が顕在化し転換期を迎えているため
であると言われています。
　内閣府も、2004年の国民生活白書で、日本において
「公」が独占的に担ってきた公共サービスを「民」へ移行
する、いわゆる「新しい公共」の概念を提唱しました。
これまでの公平・平等の行政の第１セクター、利益優先
の企業の第2セクターだけでは世の中はうまくいかない

ので、多様性・先駆性のNPOの第3セクターが必要とさ
れたのです。
　NPOは新しい公共を担い、自立と共生を基本として
地域の絆を再生する人間らしい社会を築く担い手であ
ります。ボランティア活動をはじめとする市民が行う自
由な社会貢献活動を促進し、行政や企業の価値観に左
右されない多元的で自由な活動を推進することが期待
されています。
　日本のNPOは、他のセクターと対等に自主的に社会
の変革に寄与できる第3セクターとしての力をつけるこ
とが大きな課題でありました。そのためには、経済的
自立が最も大切であり、新寄付税制が施行されたこと
は自立に大きな弾みになると期待されます。
　環境ネットワーク・文京は2003年5月に発足し、文京
区の環境改善活動に地道に取り組んで8年になります。
今年は認定NPO法人を申請して、より自立した、地域
の絆を再生する担い手を目指してまいりましょう。

地域エネルギーマネジメントシステムの構築に向けて
 －大丸有〈大手町、丸の内、有楽町〉地区の取組み－

東京都環境局 環境政策課長 宮沢浩司

環境ネットワーク・文京 理事長　澤谷　精地域の絆を再生する担い手に
《新 春 随 想》

【地域エネルギーマネジメントシステムのイメージ】

環境政策課のページ
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～クールアースデー 2月のテーマはリビング、オフィスの省エネ（暖房20℃の設定等）～

このページに掲載している情報の詳細は、区ホームページ「環境・ごみ」→「環境」
注目情報に掲載していますのでご参照下さい。※申込書や申請書もダウンロードできます。

集計対象は、全モニター100世帯のうち二酸化炭素排出量が前年分（2010年6月～2010年9月）と比較可能な75世帯です。

「知ろう！省エネランキング」集計結果～夏期最終ランキング～
１．モニター世帯で約5.7ｔのCo2削減を達成！！（2011年6月～9月）

　下図は二酸化炭素排出量の対前年比較結果です。

対前年比較可能世帯の合計排出量は、2010年の48.5ｔ-CO2に対し、

2011年は42.8ｔ-CO2となり、約5.7ｔの二酸化炭素が削減できました。

　また、全体の変化率は、対前年比で11.6%の減少となっています。

○ 以前から実施している割合の高い（8割以上）省エネ行動は……

① 人のいない部屋の照明は、こまめな消灯に心がける

② 冷暖房機器は、不必要なつけっぱなしをしないように気をつける

③ 洗濯をする時は、まとめて洗うようにする

○ 以前から実施している割合の低い省エネ行動は……

① 照明は省エネルギー型の電球形蛍光ランプやLED照明を使用する

② 電気製品を使わない時はコンセントからプラグを抜く

○ この夏に新たに始めた世帯の多い省エネ行動は……

“冷房は28℃を目安に温度設定する”でした。

【夏期計測期間（6月～9月）の二酸化炭素排出量の対前年比較】

アンケートに回答いただいた87世帯のうち、“良くできた”と回答した世帯が31%、“少しできた”と

回答した世帯が52%と、多くの世帯が省エネに取り組めたと評価しています。

２．この夏の省エネ取り組み状況

今後も認識を持ち、

無理のない範囲で引き続き

節電•省エネに取り組みましょう。 

約5.7tーCO2削減

（ｔ-CO2）
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　火山近くの高温の地下水（地下1,000～3,000ｍのマ
グマだまりなどからの熱水）をくみ上げ、高温蒸気と熱
水を気水分離機で分離し、蒸気でタービンを回して発電
する仕組みです【図参照】。さらに熱を地域の暖房や温
室の植物栽培にも利用できます。日本では現在、九州、
東北地方を中心に18ヵ所の地熱発電所がありますが、
年間の総発電量は約54万kW、原発1基の約半分で、全
国の年間発電量の0.3％にすぎません。しかも、この10
年間新たな発電所の開発が行われていません。
　世界的な環境経済学者レスター・ブラウンは、「火山
が多い日本は世界第3位の地熱資源大国であり、それを
利用する高い技術もあり、もっと地熱発電を活用すべ
き」と提言しています。アイスランドは、2007年の時点
で、全エネルギー消費量の54％を地熱でまかない、水力
発電の18％と併せて72％を再生可能なエネルギーで占
めています。
　地熱発電は、その探査や開発に数百億円規模のコスト
が必要ですが、太陽光発電や風力発電などに比べ、安定
した電力を得られる利点を有しています。さらに、地熱発

再生可能エネルギー講座❸ 地熱発電 ̶̶ 日本は世界有数の資源国だが

電のCO2発生量は火力発電所の約1/20程度です。し
かし、地熱資源（熱水層）の80％が、国立公園内にあり
開発が制限されている上、資源が温泉地に多いため観
光業者からの強い反対もあり、開発が停滞しています。
また、現場付近はヒ素や火山性の亜硫酸ガスや硫化水
素などの濃度が高いため、装置が腐蝕しやすい問題点
もあります。最近では、適地が限定される高温の温泉
水だけではなく、低沸点のペンタンを使う「地熱バイナ
リー発電」が期待されています。　          

 （東洋大学経済学部教授 鈴木孝弘）

◆日　時：3月11日（日）14：00～16：00（開場 13：30）

◆場　所：文京シビックセンター26階 スカイホール

◆講座の主な内容

　◎放射線と私たちの暮らし　
　　　　◇ 東京大学大学院教授　中西　友子氏

　◎放射線の人体への影響を知ろう ～食物との関係を含めて～
　　　　　　◇ 放射線医学総合研究所　

緊急被ばく医療研究センター長　杉浦　紳之氏

◆申込み・問合せ先：環境ネットワーク・文京

・電話:03－3868－3495

・FAX：03－3868－3496

・E-mail：mnsbappy@hotmail.com

◆定員：100名
　　　（ご来場順に100名様で制限させていただきます）

氷山溶解を拡大させる黒氷河の謎  ＜1＞ 大自然のオセロゲーム

東日本大震災から1年後の3月11日、NPO法人 環境ネットワーク・文京は、文京区保険衛生部と共催で、

公開講座「区民のためのやさしい放射線講座」を開催します。聴講は無料です。奮ってご参加ください。

大震災から1年　公開講座≪聴講無料≫のお知らせ
区民のための やさしい放射線講座

　黒い氷河が存在するのだ。何処かの権力
者が白いものを黒いと言わせているのでは
ない。ご覧の通りである【写真】。
　現在、ヒマラヤの氷河は科学者たちの予
想を超えて溶け、毎年1ｍずつ薄くなってい
る。ガンゴトリ氷河などは20年前の2倍弱の
35m／年で後退し続けている。
　その融解スピードに拍車をかけているの
は勿論温暖化だが、それだけではない。黒
い氷河の存在である。正体はヒマラヤの氷
河でモンスーンの時期に大量発生する雪氷

藻類。マリモのような微生物「クリオコナイ
ト」である。黒氷河は太陽熱を吸収し、なんと
3倍弱、融解をスピードアップするのである。
30億年前から真っ白い氷河に黒い穴「クリ
オコナイトホール」を作り、オセロゲームの
ように白を黒にひっくり返して氷河を壊し続
けているのだ。
　大自然のオセロゲームはイーブンの勝負
で均衡を保っていたのだが、温暖化によっ
て黒が優勢になってしまった。

（続く）

出典：鈴木孝弘、「新・地球環境百科」（駿河台出版社）


